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「施設における被ばく低減への取り組み」 
日本赤十字社和歌山医療センター 小林 弘幸 
使用機器 
東芝 Aquilion 16,Aquilion 64 ,Aquilion CX 
DRL2015 と当センターの撮影線量の比較を行いました。比較の際はコンソールに表示される 
CTDIvol と DLP を用いました。また当センターの CT の CTDIvol の表示値は撮影範囲内の最大
値が表示されています。 
表示値と実測値の誤差を把握するためメーカーの方に協力頂いて CTDI の実 測を行いました。 
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こちらのファントムを用いて AEC  の設定条件を検討した結果、以前はスライス厚 
7mm腹部標準関数（FC13）で SD8を用いていましたが、SD12 に変更しました。
CTDIvolは標準体型（160cm、55kg）の方で 35mGyから 21mGyに変化しました（約 
40％低減）。 
また頭部の検査の際、以前は全症例で頭蓋底を 1mm×4列，大脳基底核レベ ル以降を  
2mm×4列で撮影していました。現在はフォローアップの検査などで、頭蓋底を 2mm×4 
列、大脳基底核レベル以降を 4mm×4 列の 2 stack scan や、0.5mm×64列のコンベンショ
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